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このたびは弊社冷却水循環装置 WS1700 をご購入いただきありがとうございました。 

本機を使用される前にこの取扱説明書をよくお読み下さい。 

本機を使用開始された後は、この取扱説明書を、本機を使用される方や管理される方が 

いつでも手に取れる場所に保管しておいて下さい。 
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1) 仕様 

 

 

型式 WS1700 

電源電圧 AC200V±10% 単相 50／60Hz 

消費電力 270 W 

吐出圧力 0.35 MPa  (60Hz) 

吐出流量（※1） 2.1～2.2 L／min 

放熱量 1.7kW／min (24Kcal/min) 

流量スイッチ 
流量スイッチ標準 

（流量 0.3L/min 以下で OFF 信号） 

タンク容量 9L 

外形寸法 W250mm×D570mm×H340mm 

本体質量（※2） 15.5 kg 

前面配管接続部 5/8－18UNF 

付属品 
袋ナット、竹ノ子 （5/8-18UNF 用） 

品番(018817-0002)       2set 

流量ｽｲｲﾁ信号接続ｺﾈｸﾀ 1 個 

 

（※1）： 水冷 TIG トーチ 10m を接続時 

（※2）： タンク内の水の質量は含みません 
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2) 設置について 

・本機は本体横方向から冷却風を取り入れて、後部の熱交換器から放熱させながら 

後方に排気しています。 

・冷却風の取り入れ、排気を妨げないように周囲に注意して下さい。 

 上記を含め、出来るだけ風通しの良い場所に設置して下さい。 

・冷却風は本体内を通る為、埃やヒューム等が多い場所は避けて下さい。 

・屋内で水（雨）等のかからない場所で、直射日光などのあたらない場所に 

設置して下さい。 

 

【長期間在庫されていた場合の注意事項】 

長期間（６ケ月以上程度）在庫されていた本機を起動する際は、ポンプ内部が固着気味

になっている場合があります。ファンを棒または手で数回転させてからスイッチを入

れモータが回転していることと、冷却水が流れていることを確認して下さい。 

※）ファンに触れる際、電源が接続されていないことを確認してから行って下さい。 

固着気味で回転が重い状態のまま起動すると、モータの加熱やヒューズが溶断して本

機が停止する場合がありますので注意して下さい。 

3) 配線 

・本機は単相 AC200V±10%の電圧で作動します。 

・ポンプ部の消費電力は 270W です。 

・10A 以上のブレーカ等から一次電源を供給して下さい。 

・電源コード（青、茶）に単相の AC200V±10%の範囲の電圧を接続して下さい。 

 アース線は（緑と黄）の線です、アースの設置を行って下さい。 

・配線の接続時は、必ず一次側の電源を遮断して行って下さい。 

 感電等の重大な事故を起こす危険があります。 

4) 冷却水について 

・水道水等、飲用レベル以上の品質の水を使用して下さい。 

・本機は本体タンク給水口にメッシュフィルターを装備していますが、異物等が混入 

しないよう気を付けて下さい。 

・本機の使用を続けることによって冷却水が汚れたり、変色したりした場合は運転に 

不具合を起こす可能性が高いので、タンク内の水を交換して下さい。 

・本機の冷却水タンクはタンク下部のタンク用ボトムキャップを取り外すことで水が 

抜けます。 
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バケツ等で受けて廃棄してください。 

5) 水冷トーチとの接続 

・本体前面の接続口(5/8-18UNF)にトーチへの送水、トーチからの復水を間違えないよう 

に接続して下さい。 

・配管にゴムホースを使用することは避けて下さい。 

  （温度上昇時にゴムが冷却水中に溶け出し、故障の原因になります。） 

・本機とトーチ部の配管の長さや設置高さの差等が出来るだけ少なくなるように、機器の

設置位置を決めて下さい。 

・10m 以上の押し上げや配管距離が 15m 以上になったりすることは避けて下さい。 

 

6) 試運転 

・冷却水タンクには水道水等飲用レベル以上の水を給水して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タンク内に水を入れたらタンクの蓋を確実に締めてください。 

復水ホース（赤）は、正面パネルの INPUT 側のコネクタに接続して下さい。 

送水ホース（青）は、OUTPUT 側のコネクタに接続して下さい。 

・呼び水の手順は不要で、そのまま運転開始出来ます。 

・起動操作は運転スイッチを ON にするだけです。 

・運転時はファンが回転します。 

・復水ホース（赤）からタンクに水が戻っていることを確認して下さい。 

・配管を含め各部から水漏れが無いことを確認して下さい。 

 （運転中にタンクの水位が下がり続けるようなら、配管のどこかで水漏れています。） 

・運転開始時、配管内に水がまわることによって減った水量をタンクに補充して下さい。 

・各部の配管を外すときは圧縮エアで配管内の水をタンクに戻してから外して下さい。 

 

 

給水口 

排水口 

フィルター 
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７) 注意事項 

 使用開始時 

1. 本機を新規に購入し使用開始したり、長期間（６ケ月以上程度）使用していない場

合は、ポンプ内部が固着気味になっている場合があります。シャフト（ファン）を

数回転させてからスイッチを入れモータが回転していることと、冷却水が流れて

いることを確認して下さい。 

２．タンク内の冷却水が十分であることと、すべてのジョイント箇所から水漏れがない

ことを確認して下さい。 

  冷却水がトーチ全体に回った後、タンク水位が安全水位（MIN）よりも下回る時は 

冷却水を補充する必要があります。 

(水が無い状態（MIN以下）で運用すると、トーチだけでなく過熱によりポンプ内 

のウォーターシールが損傷する可能性があります。) 

  ３．入力電圧を守ってください。（電圧は、冷却水循環装置の正面パネルに記載されて

います。） 

   ４．モータが正常に動作している場合本体後部より風が吹き出ます。 

    水の流量が少ない、または水が出ない場合は、圧縮エアを OUTPUT 側から 20 秒
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ほど送り込み、ポンプ内の水を抜けば状況は改善されます。 

 

 

  ５．モータが動かない時 

A.入力電圧が低い――-入力電源を確認して下さい。 

B.始動コンデンサが焼損している—————新しいコンデンサと交換して下さい。 

C.循環装置を長期間使用しなかったことにより、ポンプが動かなくなった場合、 

まず電源スイッチをオフにして下さい。 

① 圧縮エアを OUTPUT 側から約 20秒間送り込み、ポンプ内の水を抜きます。 

② トップカバーの空気取り入れの穴からシャフト（ファン）を棒またはトッ 

プカバーを外し手で数回転させてから電源を入れてください。 

    

 

８) メンテナンス 

  １.定期的に冷却水を補充または交換して下さい。 

２.循環装置の寿命と作業効率を維持する為には、半年ごとにトップカバーを取り外し、 

エアガンを使用して内部を清掃して下さい。 

 

 

 

使用環境温度が 4℃未満の場合, 不凍結液をご使用ください。 

 

●長期間本機を利用しない場合、熱交換機と水タンク内の水を全て抜いて下さい。 

 

●周囲温度が 4℃未満の場合、不凍液を追加する必要があります。 (不凍液の粘度

が高い場合は、水との混合比率が 30% を超えないようにして下さい)。 

 

 ●環境温度が 4°C 未満の場合、熱交換機、水タンク、およびウォーターポンプに 

ひびが入らないように、凍結防止対策を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

注意 
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９)トラブルシューティング 

現 象 問 題 原 因 処  理 方 法 

電源をい

れてもモ

ータが回

らない 

 

入力電圧が低すぎる 正しい電源電圧を使用 

電源スイッチが壊れている スイッチを交換 

ポンプが詰まっている、または 

モータが固着している 

モータファンを手で 360度回転させ引っ掛

からなければ電源を入れ直す。 

コネクタが抜けている/断線 コネクタを確実に接続、または配線の交換 

モータまたは始動コンデンサ

焼損 （焦げ臭い場合） 
モータ交換/始動コンデンサを交換 

水漏れ 

 

ポンプから水漏れ シーリングを交換 

タンクから水漏れ 
キャップ用のパッキンが有るかを確認する   

キャップの交換 

結部から水漏れ 接続箇所の交換 

熱交換器から水漏れ 
熱交換機の交換（低い温度での使用注意・

不凍結液の補充に注意） 

モータは

回るが水

が出ない 

異物詰まり 

水の流れに関係する管を取り外す・電源を

入れ直す・水が出ることを確認してから冷

却水管を取り付ける。 

水が出ない場合は、空気を出水口から入れ

て、再度電源を入れる。水が出るまで繰り

返す。 
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１０)電気回路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

ヒューズ  ： 配管経路上の問題、モータ等何らかの原因で過剰な負荷がかかると、 

      ヒューズが溶断してモータ（ポンプ（本機））は停止します。 

        この場合、前面パネルのヒューズが溶断してポンプは運転出来ない状態 

になります。 

        ヒューズを交換することで再起動することが出来ますが、溶断した原因 

        を取り除いておかないと再度ヒューズが溶断して停止してしまいます。 

        復帰、再起動させる前に各部をチェックして、原因となったトラブルを 

        解消しておいて下さい。 

流量スイッチ： 本体経路内に流量スイッチが設置されています。スイッチ接点は本機正 

        面パネルに装備されています。 

        付属のコネクタを用いて配線し、流量異常感知センサとして使用して下

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力電源 単相 AC200V±10% 

電源開閉器 

アース 
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１２) 部品表 

符号 部品名 型式 

1 水タンク SS094020 

２ 水タンクトップカバー SS062000-3 

3 フィルター BT084040 

4 タンク用ボトムカバー SS062001-3 

5 電源スイッチ KE055008 

6 ヒューズホルダ DG084020-2 

7 ヒューズ管 DG073000 

8 流量センサ用レセプタクル JG055070 

9 流量センサ KT073003-1B 

10 220V モータ MB092460-2D3 

11 熱交換機 ED055000-4C 

12 電源コード XE071000-1E  1.25mm2×3 芯 5m 

13 ラバーフット SG055005-E 

 

付属品 

  

符号 部品名 型式 

14 流量センサ用コネクタ JG071008-1 

15 水ニップル SET 018817-0002（5/8-18UNF）２SET  

 

付属品   ：本機前面の送水、復水口に接続する為の継手を２個付属しています。 

流量スイッチ：冷却水が循環していないことによるトラブルを避ける為に、OFF 信号を 

       出力できます。 
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問い合わせ先 
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     静岡県浜松市中央区大久保町１５０９（浜松技術工業団地内） 

     株式会社 トーキン  
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       URL  ：http://www.tokinarc.co.jp/ 


